
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
政
策
や
思
想
が
嵩
じ
て
、
国
民
は
「
人
的
資
源
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
生
め
よ
増
や
せ
よ
」
と
い
う
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
「
人
的
資
源
」
と
国
民
は
呼

何
故
、
綿
の
生
地
が
無
く
な
っ
た
の
か
．

何
故
、
女
学
生
の
ス
カ
ー
ト
の
生
地
が
無
く
な
っ
た
の
か
。

既
に
軍
部
は
、
来
る
べ
き
戦
争
を
予
定
し
て
、
軍
事
物
資
を
貯
蔵
し
て
い
た
と
し
か

考
え
ら
れ
な
い
。

私
事
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
中
学
校
に
入
っ
た
時
の
制
服
は
、
男
子
は
小
倉
の
木
綿

の
服
で
あ
っ
た
し
、
女
学
生
は
紺
色
の
サ
ー
ジ
の
上
下
の
服
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
何
時
の
間
に
や
ら
、
革
靴
は
「
地
下
足
袋
」
、
上
下
の
服
は
「
お
下
が
り

の
も
の
」
も
許
さ
れ
た
し
、
女
学
生
も
ス
カ
ー
ド
は
「
も
ん
．
へ
」
に
変
わ
っ
た
、
変
化
の

激
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

次
の
頁
に
掲
げ
た
も
の
は
「
昭
和
十
七
年
」
発
行
の
、
悪
名
高
き
「
衣
料
品
点
数

表
」
で
あ
る
。

年
表
を
調
べ
て
み
る
と
、
人
絹
織
物
は
、
昭
和
六
年
、
帝
人
米
沢
工
場
で
ス
フ
と

名
を
つ
け
て
生
産
を
開
始
し
た
。
ま
た
へ
東
洋
レ
イ
ヨ
ン
で
も
、
中
空
人
絹
糸
生
産

を
開
始
、
日
本
ベ
ン
ベ
ル
グ
絹
糸
、
延
岡
工
場
も
生
産
を
開
始
し
た
と
な
っ
て
い
る
。

衣
料
品
配
給
と
人
絹
織
物

ば
れ
る
よ
う
に
な
（
一
て
し
ま
っ
た
。

て
い
る
の
が
当
然
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

事
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
多
く
の
子
女
を
持
つ
家
庭
で
は
、
子
供
た
ち
に

母
親
た
ち
は
、
帯
の
芯
を
取
り
出
し
て
「
鞄
に
変
え
た
り
」

に
作
り
変
え
た
り
す
る
の
が
、
当
然
の
有
様
で
あ
っ
た
。

当
時
を
回
想
す
る
と
「
学
生
帽
」
は
「
戦
闘
帽
」
と
呼
ぶ
、

れ
る
と
言
う
決
ま
り
が
あ
っ
た
↓

し
か
し
、
実
際
に
は
ガ
ー
ゼ
や
脱
脂
綿
な
ど
は
、
掛
け
声
の
よ
う
に
配
給
さ
れ
る
、

つ
れ
て
一
絵
に
描
い
た
牡
丹
餅
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

っ
た
し
毒
女
子
学
生
は
害
差

そ
の
例
に
は
、
妊
娠
中
の
婦
人
に
は
、
衣
料
品
切
符
が
他
よ
り
も
多
く
配
給
さ

お
上
の
一
倉
商
工
省
」
の
出
し
た
葦

や
が
て
雲
夏
で
も
綿
に
入
っ
た
二
防
空
帽
」
を
背
中
に
負
（
一

『
衣
料
品
点
数
表
」
は
、
戦
争
が
苛
烈
に
な
る
に

着
せ
る
も
の
の
工
面
で

、
女
学
生
の
「
手
提
げ
」

軍
人
と
同
じ
物
に
か
わ
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